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研究成果の概要（和文）：被服学・看護学の連携により，乳がん術後女性の衣生活の支援を目的として，乳がん術後の
衣生活の推移の調査から衣に関わる不具合や要望を明らかにするとともに，術後用補整下着・補整具の着用実験を中心
とする各種計測を行って，温熱的快適性や身体適合性等の観点から改善を図るための基礎資料となる客観的・定量的デ
ータを集積した．さらに，乳がん術後女性の衣生活に関わる看護支援の調査から，現状と課題を明らかにした．

研究成果の概要（英文）：A collaborative research was conducted between clothing science and nursing scienc
e to provide assistance to breast cancer patients and survivors for improvement in clothing.  Interviews w
ith postoperative subjects revealed several problems and special needs with post surgical garments and und
ergarments.  Fundamental data obtained through various field and lab experiments include thermal comfort, 
fit and subjective sensation of post surgical bras and pads.  A survey was also conducted to understand th
e current situation and issues of nursing support regarding clothing.
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１．研究開始当初の背景 
国内の乳がん罹患者は年々増加しており，
年齢別の罹患数では，社会や家庭の中核に
ある年代の女性の罹患が目立つ．検診や治療
法の進歩により，乳がんは早期に発見しやす
く比較的治癒率も高い．その反面，治療，と
くに手術が身体の外観や機能に及ぼす影響
は大きく，治療中や治療後の衣生活にもさま
ざまな制約や不具合を生じる．国内の現状を
みると，乳がん術後女性の個々のニーズを踏
まえ，QOL（Quality of Life、生活の質）向
上の視点に立った，装いを積極的に楽しむた
めの情報提供や衣服の開発などの支援の立
ち遅れは否めない． 
本研究の予備的研究と位置づけられる，患
者・体験者を対象に実施した質問紙調査にお
いても，術後短期的・長期的に衣生活の不具
合に関わる諸問題が見いだされた．この調査
結果より，①乳がん看護をはじめとする医療
の分野と連携しつつ，衣に関わるさまざまな
面から対策を講じること，②とくに患部の保
護や補整のための下着・補整具には早急な改
善を図ること，③患者に対する情報提供を拡
充すること，の必要性が示唆された． 
 
２．研究の目的 
被服学・看護学の連携により，乳がん術後
女性のより豊かな衣生活の実現を多角的に支
援するため，術後の衣生活の現状と課題を明
らかにしたうえで課題解決に向けて取り組む
こと，あわせて，患者を含め広く問題提起や
情報提供を行うことを目的とする．前述の患
者・体験者を対象とした質問紙調査から明ら
かとなった衣に関わる不具合のうち，早急な
対応が必要と考えられる温熱的快適性・身体
適合性等の問題をとりあげ，術後用補整下着
・補整具の着用実験を中心とする各種計測を
行って，改善のための基礎資料とする．さら
に，衣に関わる患者向け情報を多方面より収
集・分析し，患者に対する情報提供の体制・
内容の拡充に向けて取り組む． 
 
３．研究の方法および研究成果 
(1) 乳がん術後女性の衣生活の推移に関す
る調査 
乳がん術後女性の「術後から現在まで衣生
活にどのような不具合を感じたか」の質問に
対する語りをもとに，時間推移で分析し，心
身の状況に応じた衣生活支援のための基礎
資料とすることを目的とした． 
2011年以降に乳房全摘手術を受けた女性7
名（36～51 歳）の協力を得て，2013 年 4 月

より 3～4 回，半構造化面接を実施した．振
り返りによる心身の状況と衣生活の推移な
どの内容について，逐語記録した音声をテキ
ストマイニングの手法を用いて分析し，得ら
れた用語を時期ごとに分類整理した． 
 その結果，発言内容・発言件数は治療時期
ごとに変化し，下着を含む衣服に対するとら
え方や着用感に関する発言にも特徴がみら
れた．たとえば，手術直後には腕の可動域が
狭くなったことによる着脱の支障について，
化学療法時にはかつらの蒸れ感やサイズ不
適合について，放射線療法時には皮膚障害に
よる下着選択の制約について，さらに，2013
年 4・8 月には専用下着のデザイン性や衣服
の襟ぐりについての発言があった．現在の状
況では，衣服に関する発言件数が増え，その
うち 7割が専用下着についてであった．サイ
ズ，色柄，肩ひもの形状，調節金具の位置な
どについての要望があげられた． 
以上の結果より，術後早い段階では医療と
の連携をとって必要な情報を提供するとと
もに，治療が一段落した後も継続的に衣生活
への支援が必要であると考えられる． 
 
(2)乳がん術後女性への衣生活に関する看護
支援の現状と課題 
 患者に対する衣服（補整下着・補整具を含
む）に関する看護支援の現状と，看護師の要
望を明らかにすることを目的とした． 
年間乳がん手術件数が 40 件以上の医療施
設における病棟看護師（以下，病棟とよぶ）
と外来看護師（以下，外来とよぶ）を対象に
質問紙調査を実施した．調査時期は 2010 年
11 月～12 月，342 施設に依頼し，病棟 166 名
（回収率 49.1％），外来 172 名（同 50.9％）
より回答を得た． 
 調査結果より次のことが明らかとなった．
①患者に対する乳房の補整のケアの現状：病
棟の方が外来よりも高い頻度でケアを行っ
ていた．ケアの際，補整下着・補整具メーカ
ーのパンフレットを使用するのは，病棟
91.6％，外来 68.0％であったが，補整下着・
補整具のサンプルを見せるのは 5割前後，実
際に試着してもらって助言しているのは2割
程度であり，多くが情報提供や製品選択の助
言にとどまっていた．②看護師の要望：補整
下着・補整具の製品を実際に見たり触ったり
する機会を増やしてほしい，製品を一覧でき
る資料や web サイトがほしい，などの要望が
あった．看護師は，資料や学習会などで知識
を得る機会を求めており，乳がん体験者が実
際に行っている補整の方法や困っているこ



と・工夫していることを踏まえて，患者に対
し具体的な支援をしたいと考えていること
がわかった．看護師，乳がん体験者，患者支
援団体，被服学専門家，補整下着・補整具メ
ーカー，メディア等が連携し，支援に必要な
情報の共有や製品の提供機会の拡充に取り
組む必要があると考えられる． 
 
(3) 乳がん術後女性の衣服内気候 
 乳がん術後女性の多くが発汗・暑さ・蒸れ
などの温熱生理的な不快感を訴えているこ
とを踏まえ，胸部衣服内気候を測定して実態
を把握するとともに，衣服内気候に影響する
諸要因について検討した． 
 被験者は延べ8名の乳房全摘または乳房温
存術後女性（28～65 歳）である．まず，日常
使用している補整下着（ブラジャー）を着け
補整具（パッド）を装着したときの，術側と
健側の衣服最内層（ブラジャー・パッドと皮
膚の間）の温度・湿度を測定した．日常生活
を想定したフィールド実験と，一定の環境条
件・運動負荷条件・着衣条件による実験室実
験を行った．次に，全摘術後者 3名を被験者
として，素材・構造・形状の異なる 3種類の
市販シリコンパッドを装着して，実験室実験
により同様に衣服内気候を測定し比較した． 
主な実験結果は次のとおりである．①乳が
ん術後女性の衣服内気候の実態：全摘術後者
は、衣服内温度・湿度共に，シリコンパッド
を装着した術側が健側に比べて顕著に高い
ことが明らかとなった．温存術後者では，衣
服内温度は術側が健側より高く，衣服内湿度
は術側が健側よりやや低い傾向がみられ，術
後の放射線治療による汗腺機能の低下が示
唆された．フィールド実験と，実験室実験で
は同様の傾向であり，全摘術後者，温存術後
者のいずれも胸部衣服内気候は術側と健側
で異なる挙動が観察された．②衣服内気候に
及ぼすシリコンパッドの種類の影響：素材・
構造・形状の異なるシリコンパッドを装着し
たときの衣服内気候の比較では，温度調整素
材を内包したり肌面に凹凸をもたせたりし
た高機能化シリコンパッドを装着した場合，
衣服内温度・湿度の上昇の抑制が観察された
ことから，パッドの改良により温熱生理的な
不快感を軽減できる可能性が示された．年齢，
術後経過年数，身体状況，胸部形状などがさ
まざまに異なる乳がん術後女性が，多様な環
境条件・着衣条件のもとでパッドを装着した
ときに同様の効果が得られるかについては，
さらに検討が必要である． 
 

(4) 胸部形状に左右差のある乳がん術後女
性の補整下着・補整具の着用実験 
 乳がん術後用補整下着（ブラジャー）・補
整具（パッド）の不具合として，左右のアン
バランス，動作に伴うずれ，パッドの重さな
どの訴えが多い．乳がん術後女性の着用実態
を踏まえた着用実験を行って，こうした不具
合の改善のための基礎資料とすることを目
的とした． 
 被験者は延べ 15 名の乳がん術後女性（左
右いずれかの乳房に対し，全摘術後 9名，温
存術後 6名）である．着用実験で用いたブラ
ジャーとパッドは被験者の私物とし，術後専
用製品はインナーウェアメーカーでのフィ
ッティングにより被験者が選んだものであ
った．着用実験における測定項目は，胸部形
状（3次元形状計測による），衣服圧（エアパ
ック式接触圧測定器による，健側・術側各 10
点），上肢挙動に伴うブラジャーの上辺・下
辺のずれ（運動画像解析システムによる），
足圧分布および荷重中心点（圧力分布測定シ
ステムによる），ならびに着用感である． 
主な実験結果は次のとおりである．①ブラ
ジャーとパッドを装着すると，健側と術側の
形状のアンバランスは概ね解消されたが，衣
服圧は術側に偏って増大する傾向がみられ
た．②ブラジャーフレームのずれは前面カッ
プ下で顕著に大きかった．全摘術後者の術側
では動作終了時にもずれの残留がみられた
が，パッドを装着するとブラジャーフレーム
のずれの軽減が認められた．③重心はパッド
の装着により術側から健側に変位した．④衣
服圧の測定において，比較のため，シリコン
製パッドの重量を120～340ｇの6段階に変化
させると，パッドが重くなるにつれて全体の
衣服圧が増加するだけでなく，術側の衣服圧
の顕著な増加が観察された．着用感において
も，パッドが重い，肩がこる，圧迫感がある，
などの訴えがあった． 
以上の結果より，術側の負担を軽減するた
めには，それぞれの着用者に適したパッド重
量を検討するとともに，軽量でかつ安定性の
あるパッドの開発が望まれる． 
 
(5)乳がん術後の快適な衣生活を支援する補
整具の素材と重量の検討 
 乳がん術後用補整具の市販品にはシリコ
ン素材のものが多いが，蒸れる，重い，肩が
こるなど，着用感には不満がみられる．温熱
的特性と日常動作時の筋負荷に及ぼす影響
から，快適な補整具を開発するための基礎資
料を得ることを目的とした． 



 被験者は乳房全摘術後女性6名（41～68歳）
である．温熱的快適性の検討には，市販パッ
ド 2種類（シリコン素材およびウレタンフォ
ーム素材），試作パッド 2 種類（綿わたおよ
びポリエステルわたによる）の計 4種類を装
着して比較した．筋負荷の検討には，市販の
ウレタンパッド（36ｇ），シリコンパッド（189
ｇ），ポリエステルわたによる試作パッド（17
ｇ）の比較の他，この試作パッドにガラスビ
ーズを付加して重量を 20～280ｇの 6 段階と
したものも用い，重量感やバランス感などの
着用感も評価した． 
 主な実験結果は次のとおりである．①温熱
的快適性からのパッド素材の検討：各種パッ
ドを装着しての歩行実験では，シリコンパッ
ド内の湿度が高く，試作パッド内は低湿度が
保たれていた．素材の吸湿性・透湿性との関
係が認められた．パッド内温度はシリコンパ
ッドで最も低く，これには素材の熱容量が関
係していると考えられる．②筋負荷および重
量感からのパッド重量の検討：重いシリコン
パッドを装着した場合，上肢前挙時の胸筋お
よび僧帽筋の積分筋電図が大きく，この傾向
は術側だけでなく健側でもみられた．軽いパ
ッドでは筋負荷は小さかった．主観評価項目
の疲労感やバランス感ではパッドが軽いほ
ど高い評価が得られた．従来，軽いパッドで
は左右のアンバランスが懸念されてきたが，
本実験では乳房体積との関係はみられなか
った． 
 以上の結果より，パッドの素材については
温熱的快適性の観点から，また，パッドの適
正重量については動作適応性の観点から体
系的に検討を行うことで，機能的で快適な補
整具の設計指針を得ることが期待される． 
 
 本研究の成果により，乳がん術後女性がこ
れまで主観的感覚としてとらえていた衣に
関わるさまざまな不具合を客観的・定量的に
評価することができ，問題点を整理して改善
を図るための基礎資料を得ることができた．
被服学・看護学の研究者が連携し，患者・体
験者や関係企業の協力を得て広く問題提起
や情報提供を行いつつ，乳がん術後女性の衣
生活支援に取り組むことの意義を示すこと
ができたと思われる． 
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女子大学（東京） 
④谷田貝麻美子，異なるシリコン製補整パッ
ドを装着した乳房全摘術後女性の衣服内気
候の比較，日本家政学会第 65 回大会，2013
年 5月 19 日，昭和女子大学（東京） 
⑤阿部恭子・金澤麻衣子・谷田貝麻美子，乳
がん術後女性への補整下着・補整具および衣
服に関する看護支援の現状と課題 － 医
療機関を対象とした調査より，日本衣服学会
第 64 回年次大会，2012 年 11 月 10 日，京都
華頂大学（京都） 
⑥佐藤彩佳・川端博子・谷田貝麻美子，乳が
ん術後女性の補整下着の使用実態，日本繊維
製品消費科学会 2012 年年次大会，2012 年 6
月 24 日，文化学園大学（東京） 
⑦佐藤彩佳・川端博子・谷田貝麻美子，乳が
ん術後女性の補整下着に関する調査の分析，
日本衣服学会第 63 回年次大会，2011 年 11 月
12 日，金城学園大学（名古屋） 
⑧児玉彩・岩本紋佳・岡部和代・谷田貝麻美
子，乳がん術後女性のブラジャーならびに補
整パッドの着用実態と着用感，日本衣服学会
第 63 回年次大会，2011 年 11 月 12 日，金城
学園大学（名古屋） 
⑨藤上明子・岡部和代・谷田貝麻美子，胸部
形状に左右差のある乳がん罹患者のブラジ
ャーと補整パッドのずれ，日本繊維製品消費
科学会 2011 年年次大会，2011 年 6 月 25 日，
武庫川女子大学（兵庫） 
⑩藤上明子・岡部和代・谷田貝麻美子，胸部
形状に左右差のある乳がん罹患者のブラジ
ャーの衣服圧とパッドの影響，日本家政学会
第 63 回大会，2011 年 5月 28 日，和洋女子大
学（千葉） 
⑪川端博子・谷田貝麻美子，乳がん術後女性
の補整下着の特徴と不具合，日本衣服学会第
62 回年次大会，2010 年 10 月 16 日，和歌山
大学（和歌山） 
⑫谷田貝麻美子・川端博子，乳がん術後女性
の QOL と着装意識，日本衣服学会第 62 回年
次大会，2010 年 10 月 16 日，和歌山大学（和
歌山） 
 
〔その他〕 
①平成 23 年度研究成果中間報告会（公開），
2012 年 2月 4日，京都女子大学（京都） 
②平成 25 年度研究成果報告会（公開），乳が
ん術後の衣生活 － 心地よく・素敵に・私
らしく，2014 年 1 月 26 日，東京工業大学キ
ャンパスイノベーションセンター（東京） 
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